
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月のマメ知識：【新紙幣の発行と税金の関係】 

20 年ぶりに新紙幣が発行されました。その目的のひとつに紙幣の偽造防止があります。今回も３Ｄホログラ

ムなど、最新の技術が使用されています。また別の目的としては「タンス預金のあぶり出し」が考えられます。 

旧札の流通が少なくなると、タンス預金を新札に交換したくなるのが心情です。しか 

し多額のお金を金融機関で交換すると、そこに記録が残って税務署などに財産が把握 

されることにもなります。また国税庁では「国税総合管理（ＫＳＫ）システム」を使 

って、全国の国税局と税務署をネットワークで結び、情報を一元管理しています。例 

えば、ある家族に相続が発生した場合、被相続人（亡くなった人）の生前の収入から 

すると、３億円ほどの財産があってしかるべきだとＫＳＫシステムが予想したのに対

し、申告書には１億円と記載されていたとします。被相続人が生前に使ったのか、またはタンス預金などで２

億円ほど隠し持っているのか。それを確かめるために税務調査官が真実を追求する流れとなります。 

今月のキーワード：【soul food】 

この秋のＮＨＫ「連続テレビ小説」は『おむすび』

ですね。「おにぎり」とも呼ばれる食べ物ですが、

英語では“rice ball”といいます。日本人の心が欲

する食べ物だからか、よく「ソウルフード」と呼

ばれることもあります。“soul”が「魂・心」とい

う意味なので“soul food”は「心の食べ物」「郷土

料理」のように使われていますが、英語ではその

意味はなく“a type of food traditionally eaten by 

African-Americans in the southern U.S.”「米国

南部の黒人が食べる伝統的な料理」のことです。 

今月の偉人：【ニコラ・テスラ】 

ニコラ・テスラは 20 世紀初頭に活躍したセルビア

出身の発明家です。幼い頃から神童ぶりを発揮し、

グラーツ工科大学で学んだ後に交流モーターを発

明しました。直流電流を推進するエジソンと敵対

した「電流戦争」を制し、交流の送電システムを

世界に広めた功績は計り知れません。「私の脳は宇

宙にあるコアからインスピレーションを得る受信

機にすぎない」と言い、革新的かつ時に奇想天外

な理論を多く考案して工学技術に貢献しました。

まさに宇宙の英知を授かった奇才だったのです。 
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人生は予想外のことばかり。思わぬところに落とし穴が

あれば、同時にお宝も眠っています。例えばポテトチッ

プスは料理の失敗から、ペニシリンは実験室の事故から

生まれました。どこにアイデアの種が眠っているか分か

りません。小さな出来事にも目を凝らし、偶然を味方に

好奇心を武器に、新しい扉を開けましょう。 
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【休養学】 

医学博士の片野秀樹が休み方を提案す

る著書。７つに分類された休養タイプを

組み合わせて活力を高めます。自分に合

った休み方を見つけたくなる一冊です。 

今月の商売のヒント：【日々初心にかえる】 

「初心忘るべからず」。人生の中で何十回も見聞きしたこの言葉は、

もともと世阿弥（ぜあみ）の『風姿花伝（ふうしかでん）』の中に記

されたものです。能楽の文脈で語られた教えが、商売の世界にも通

じる普遍的な知恵であることを今一度、思い出してみたいと思いま

す。経営者にとって「初心」とは創業時の志や熱意を指します。な

ぜ会社を立ち上げたのか。誰のために何を実現しようとしたのか。

商売を続けていく上で、初心は原点でもあります。同時に「初心」

には、常に新たな気持ちで臨むという意味もあります。商売が上向

いてくると、慢心やおごりが生まれやすくなります。しかし市場は

絶えず変化し、新たな課題が次々と生まれます。そのたびに初心者

の目線で状況を見直し、柔軟に対応する姿勢を忘れないようにした

いものです。また「初心忘るべからず」の精神は、イノベーション

の源泉にもなります。今までの成功体験に安住せず、新しい価値を

作り続けていく挑戦こそが、商売の持続的成長には不可欠でしょ

う。さらには、顧客や従業員との関係性にも応用できる考え方です。

商売が拡大すると、個々の顧客や従業員 

との距離が遠くなりがちです。新規顧客 

や今の従業員はもちろん大切ですが、創 

業期からのご縁に対する感謝を忘れてい 

ないでしょうか。今は関りがないとして 

も、会社を支えてくれた大事なご縁に違 

いはありません。「初心忘るべからず」は単なる格言ではなく、日々

の意思決定や行動の指針となる極めて実践的な心構えです。現状が

良くてもそうでなくても、日々初心にかえることができたら、商売

も人間性も真の意味で成熟していけるように思います。 

今月のトピック：【プチ湯治】 

温泉地に長期滞在して療養をする湯治。古くから伝わる習慣が、人生

を変える旅として脚光を浴びています。観光はせず、温泉に浸かって

のんびり過ごす。あえて「何もしない」ことがデジタルデトックスや

睡眠の質を改善して、本来の「素の自分」を取り戻せると評判です。

週末を利用した数日間のプチ湯治が、現代人の疲れた心を癒します。 

アメリカの起業家、作家であるジ

ム・ローンの言葉。今の環境に不

満があるなら動いてみたらいい。

そこに居続けなければならない

理由はない。動いてみたらいい。 


